
｢ドラマチックヒストリー50th｣に500人が参加

―新たな出発を誓う

東映太秦映画村 (京都市右京区) を会場に､ 建設協同組合の創立50周年を締めくく

るイベント ｢ドラマチックヒストリー50th｣ が､ 五月晴れの５月21日 (日) 午後１

時から行われ､ 組合員やその家族・従業員ら約500人が参加｡ 記念式典や記念パー

ティー､ 映画村散策などを楽しむとともに､ 参加者同士の交流を深め､ 創立50周年を

節目として組合と組合員の新たな出発を誓い合いました｡

この催しには､ 組合員企業・JIC (青年部) 会員ら約100社､ その家族や従業員ら

を含め約350人､ 来賓や協力業者ら約100人､ 職員やバンドのボランティアら約50人の

計500人余りが参加し､ あちこちで歓談の輪が広がりました｡

◆午後５時～ 記念式典

多目的ホールで開催された記念式典では､ 杉原武理事長のあいさつに続き､ 京都府､

京都市､ 京都府中小企業団体中央会からそれぞれ祝辞 (別記) が述べられ､ 二場邦彦・

京都創成大学前学長が記念講演 (別記)｡ ４部門での表彰が行われ､ 野原利明副理事

長が閉会あいさつをしました｡

◆午後６時～ 記念パーティー

映画村のメイン会場である ｢中村座｣ に集まってまずは全員で乾杯｡ 屋外に並ぶ屋

台や飲食店の料理を味わいながら､ 生バンドの演奏やサムライショーなどを楽しみま

した｡ また､ この日に合わせ準備してきた建設救助隊 ｢サンダーバード京都｣ のお披

露目も行われ､ JICを中心にした建設協同組合の応援団による演舞で雰囲気は最高潮

に｡

｢こんな素晴らしい企画をしてくれて､ ありがたいことだ｡ 長いこと組合員でいて､

ほんとうによかった｣ と､ 親子三代で参加した往年の組合員が職員に握手を求めるな

ど､ 参加者一人ひとりが感動を胸にしていました｡
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50周年記念式典／杉原武理事長あいさつ

本日は､ 私ども全京都建設協同組合の創立50周年の式典を催しましたところ､ 日曜

日にもかかわらずたくさんの方々にご出席を賜りまして､ 誠にありがとうございます｡

全京都建設協同組合は1955年５月に創立されました｡ この間､ 私どもの先輩の方々が､

京都の中小建設業の発展のためにご苦労されてきました｡

いま､ 建設業はご存じのように耐震強度偽装疑惑､ リフォームの悪質業者の問題な

どたいへん大きな問題を抱えています｡ こうしたなかで､ 中小建設業が発展していく

ために､ 組合の果たすべき役割はさらに大きくなっていくと思います｡ これからも､

先人たちが築き上げてきました歴史を受け継ぎ､ さらに発展させていきたいと思いま

す｡ (文責・編集部)

さまざまな催しを堪能／記念パーティー会場

記念パーティーは､ 昔ながらの雰囲気漂う ｢中村座｣ に全員集合｡ ボランティアの

バンドによるファンファーレが開会を告げました｡ はっぴ姿の大下孝広実行委員長の

あいさつに続き､ JICの小谷昌生副会長の音頭で子どもも大人もそろって乾杯｡ その

あとは､ 屋台の並んだ広場で､ サイコロステーキやおでん､ うな丼やフランクフルト

に列ができました｡

●屋台で大にぎわい

屋敷町では､ 団塊の世代向けに60年代､ 70年代の曲を生演奏｡ 往年のヒットソング

の一曲ごとに盛んな声援と拍手が送られました｡ 子どもたちの参加も多く､ 手裏剣や

弓矢コーナーも大にぎわい｡ 貸し切りだったため､ 何度も何度もゲームに挑戦し､ 歓

声を上げていました｡ 屋外に組合で独自に設営した20台の床机はどこも､ 家族連れや､

酒を酌み交わしながら旧交を温める組合員さんたちで埋まりました｡

●サムライショーで理事長､ 殺陣を披露？

お腹もふくれ､ お酒も少しまわって７時半過ぎからは中村座でサムライショー｡ こ

れには杉原理事長も舞台にあげられ､ 見事な殺陣 (たて) を演じました｡ 引き続き建

設救助隊 ｢サンダーバード京都｣ ができたての制服姿で紹介され､ 最後に建設協同組

合の応援団・JICの５人のメンバーによる演舞が披露｡ 参加者全員でJICのつくった

替え歌 (アメリカ民謡 ｢線路はつづくよどこまでも｣｡ 別記) を合唱し､ 建設協同組

合の発展を願いました｡

●新しい発展に向けて

閉会にあたり近藤暢造・50周年委員長が､ この日のイベント成功へ尽力してきた関
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係者に感謝の意を表するとともに､ ｢新たな発展に向けてともにがんばろう｣ とあい

さつしました｡

建設救助隊｢サンダーバード京都｣登場！

50周年記念パーティーでは建設救助隊 ｢サンダーバード京都｣ のお披露目として､

八木幹太隊長 (東山支部・JIC) 以下３名が､ 会場となった中村座のステージにオレ

ンジ色の制服姿で登場し､ 参加者の注目を集めました｡

地震体験コーナー (椅子に座り隊員が揺り動かすだけ) を行い､ 会場から３名の女

の子が体験したいとの応募があり､ ジャンケンにより２名に参加して頂きました｡

｢震度５強｣ を体験し､ ｢怖かった｣ という感想でした｡ 残念ながらジャンケンに負け

た女の子が泣いていたらしく､ この場をお借りしてお詫びいたします｡ 本来“さくら”

に当てるはずでしたが､ 女の子たちの登場で出る幕がなくなりました｡

当日は､ ｢建設経済新聞｣ ｢京都民報｣ の２社から八木隊長が取材を受け､ 京都民報

社では､ 翌日にはHPにて写真入りで紹介されていました｡ 今後京都の各マスコミ等

様々なところから注目・期待を集めるものと予想されます｡ (ＴＫ)

頑張ったJICの皆さん

連日連夜､ 深夜まで続く会合｡ 鳴り続ける携帯電話｡ 何度も修正を重ねる台本｡ 刻々

と近づく本番当日｡ 様々な意見が飛びかう中､ 後は晴れてくれることを祈るだけとなっ

た５月21日当日｡ 雲ひとつない青空の朝を迎えた｡

今回の企画を運営してみてはどうかとJIC (青年部) に打診があったのが2005年９

月頃でした｡ それから50周年イベントの第１弾である ｢建ちゃんまつり50｣ が行われ

た11月､ 具体的な企画会議が始まりました｡ どんなイベントにするか､ 場所の選定か

ら始まりメンバーからの意見で ｢今までのホテルやホールなどとは全く異なった空間

でやりたい｣ との議論がつづく中､ 東映太秦映画村｡ 京都でしか味わえない､ こんな

空間で記念式典をする団体はないとのオリジナリティーあふれるアイデアに､ メンバー

みんなが共感しました｡

そして2006年１月の理事会で報告が行われ､ あっという間の半年でした｡ メンバー

みんなの不安は組合員さんの集客｡ 本当に皆さんが来てくれるのか｡ 不安が日に日に

つのる毎日､ 時間はめまぐるしく早く過ぎていきました｡ やるだけのことはやった｡

考えられる意見は出し尽くした｡ そして当日フィナーレをむかえ､ これだけたくさ

んの来賓及び組合員､ 家族の皆様､ 協力業者の方々､ 職員､ そしてJICのメンバーに

感謝感謝です｡

ちなみにJIC会長大下さんは終了して２夜連続でイベントを行っている夢を見てし

まったとのことです｡ (笑) (池田)

ファイト！ファイト！建協組(建設協組)／応援歌

JICによる替え歌 (｢線路はつづくよどこまでも｣ の旋律で)

勝利は続くよ どこまでも／地域の貢献 人の和を

京都に生まれて50年／皆で築くは 建協組 (建設協組)

レッツ レッツゴー！／建設協組 大勝利

レッツ レッツゴー！／建設協組 大勝利
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反転攻勢の分岐点 ―第二の創業を／記念講演(要旨)

◆二場邦彦・京都創成大学前学長

50周年の記念式典､ 誠におめでとうございます｡ 50年という月日自体が重要ですが､

それに加えていままでの苦しかった建設不況の期間を抜け出して､ これから建設協同

組合の再建､ 向上に向かっていく分岐点という意味で､ 意義のあるものだと思います｡

ご承知のように､ バブルが破綻したあと建設の業界は非常に厳しい状況に陥ってきま

した｡ この組合も組合員の数も､ 事業の規模も大幅に減少しました｡

しかし､ 今回調査をしましたところ､ いままでの困難に耐えてきた時期は終わって､

ここから反転攻勢に向かう再起の分岐点にさしかかっているといえます｡ 組合員は協

同組合の活動への参加を通じて､ それぞれの企業経営に対する実際のメリットを獲得

したい､ そういう意欲が非常に強い｡ ですから組合の活動に参加することを通じて組

合員企業が学ぶことが多い､ 大いに得ることがある､ 経営上のメリットがある､ そう

いう仕組みをつくり出していけば組合員の方々は熱心に協力してくれる､ そういう条

件が整ってきているといえます｡ そういう意味で､ 50周年が再出発の年になりうるし､

しなくてはいけないと思います｡

再出発していこうとすれば､ それは今まで通りに続けていけばいいということでは

なくて､ 今の建設業界での競争の状況､ 一般のお施主さんの業界に対する要望や意識､

そういうものに対応できる協同組合の事業の仕組みに根本的につくりかえていかなく

てはいけない｡ ですから今までの協同組合の事業のあり方を白紙に戻してもう一度見

直していく､ いわゆる ｢第二創業｣ という気持ちで振り返り､ つくりあげていく､ そ

んな意識が重要だと思います｡

そういう作業をしようとする時に､ いままでこの協同組合はたくさんの事業をやっ

てきたわけでありますが､ たくさんの事業すべてに同じように力を入れてやることは

難しいので､ 重点を絞らなくてはいけない｡ その重点をどう絞るかについては､ 今回

の調査でいくつかのヒントが生まれてきています｡

その一つは､ ほとんどの組合員が在来工法による木造住宅を主としている､ そして

多くの組合員企業がリフォームに関わってきている｡ このキーワードに基づいて､ 組

合の事業分野を重点化していくことが必要だと思います｡ それから､ 今している事業

のなかで､ たくさんの組合員の方が利用しており､ その事業が役立っていて､ 今後ま

すます力を入れていってほしいと感じている事業がいくつかあります｡ たとえば､ 資

材の共同購入とか機材のリースとかがあります｡ しかしこれらの事業は現状では必ず

しも黒字基調ではありませんので､ そういう事業を重点的に見直して黒字になるよう

につくりかえていく｡ そのほか､ 工事の共同受注とかリフォームなど仕事確保への要

望も強くでており､ そういうものも重点化してやっていかなくてはいけないと思いま

す｡

もう一つの発想としまして､ 組合員企業がお互いに協力していく基礎となるのは､
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それぞれの組合員企業がしっかりとした経営の理念を持って､ そして消費者の要望に

応えて､ 消費者と長くいい関係をつくっていけるだけの経営内容をお持ちであると､

そういう企業でないとお互いに安心して協力できないということになると思いますの

で､ 協同組合の事業としてそれぞれの組合員企業の自立性を高め､ 経営の内容をしっ

かりしたものにしていく､ それをサポートする事業を意識的に進めていくべきだと思

います｡

また､ 組合員がそれぞれの支部の活動に参加するなかで､ いい経営をしている企業

の内容を学ぶことができ､ それが自分の企業にとっても参考になる､ そういう支部活

動をつくっていくことができれば､ 支部活動に対する組合員の参加ももっともっと強

いものとなります｡

これらを実行していく上で､ まずは理事会のメンバーと組合事務局の職員のメンバー

で基本的な意思の統一をしっかりやって頂いて､ こうした内容をできるだけ短い時間

で取り組んで頂くことが大切だと思います｡

来賓あいさつ(要旨)

◆辻本泰弘・京都府商工部長 (山田啓二・京都府知事代理)

全京都建設協同組合創立50周年記念式典､ 記念パーティー､ ｢ドラマチックヒスト

リー50th｣ が多数の組合員のご出席のもと､ このように盛大に開催されましたこと

を心からお喜び申し上げます｡ 全京都建設協同組合が1955年 (昭和30年) に設立され

て以来､ 共同受注や共同購入､ 機材のリース事業､ 経営相談など時代の変化に対応し

た幅広い事業を展開されてきました｡ なかでも京都の地元産材を使った ｢結の家｣ 事

業や､ 50戸以下の中小規模共同住宅の改修工事の受注など､ 安心して住み続けられる

住まいづくりと､ まちづくりを目指して積極的な取り組みを推進されており､ 業界の

振興に大きく寄与してこられました｡

貴組合が創立50周年を契機として､ さらに組合員の結束を強められ､ いっそうの飛

躍をされますとともに､ 皆さま方の益々のご健勝とご多幸を心からお祈りいたしまし

て､ お祝いの言葉といたします｡

◆山添洋司・京都市産業観光局商工部長 (桝本頼兼・京都市長代理)

全京都建設協同組合が創立50周年を迎えられ､ 心からお喜び申し上げます｡ 平素は､

特に安全・安心の町づくりの問題､ 地元産材の活用の問題､ あるいは町家の活性化の

問題などで､ いろんな観点からご協力､ ご活躍をいただき､ 感謝を申し上げる次第で

す｡ 貴組合におかれましては､ 半世紀にわたり共同請負事業をはじめ建設資材の共同

購入や機材のリース､ 組合員への情報サービスの提供など､ 多彩な事業を積極的に展

開されています｡ とりわけ森林組合や設計事務所とネットワークを形成し､ 京都の地

元産材を利用し住み手､ 設計者､ 施工者が知恵と力を出し合ってつくりだす ｢結の家｣

ブランドの立ち上げ､ 高齢者宅などの家具転倒防止処置のボランティア活動など､ 建

設業界はもとより､ 地域の振興と発展に大きく貢献してこられました｡

組合員の皆さまにおかれましては､ 永年にわたり培われた結束力のもと､ 貴組合の

強みであります50年の家づくりの実績､ 顔の見えるこだわりの技術者､ 磨かれた京職

人の技を生かし､ 時代のニーズを的確にとらえた事業を展開され､ さらなる飛躍を遂

げられるものとご期待申し上げます｡

◆渡邊隆夫・京都府中小企業団体中央会会長

50周年といいますが､ これは西洋の世界でも50年は大きな節目です｡ 西洋では25年

ごとが節目で､ 最初の25年はファーストクウォーター､ 50年がハーフ､ そして75年が
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サードクウォーターというように､ それぞれお祝いをしています｡ 全京都建設協同組

合は事業としていろいろなことをやっておられますけれども､ そのなかで昨年､ ｢京

都市地域の一戸建て住宅と共同住宅 (マンション) のリフォームの共同受注戦略の構

築｣ を掲げておられます｡ これに関しまして､ リフォーム改修がいちばんややこしい｡

最近は年寄りをだましてお金をまきあげるなどいろんな問題があります｡ そう考えま

すと､ いかに信用というものが大事かということだと思います｡ 安全な地元の業者で､

そして適切な値段でやっていくなどの組合の大きな目的のためにも､ 信頼感が非常に

大切だと思います｡ これからの高齢化社会というのは､ 例えば蛍光灯一本自分で取り

替えられない､ ある意味で非常に厳しい社会を迎えます｡ そういう中で､ 信頼があり､

顔の見える全京都建設協同組合の業者の皆さんが､ 町をリフォームして､ 美しく保ち

ながらやっていくことは非常に大切なことです｡ ぜひ今度は､ サードクウォーターに

向かって頑張って頂きたいと思います｡ (文責・編集部)

組合功労者理事長表彰

永年にわたって組合の事業活動ならびに組織活動の発展に貢献していただいた組合

員の方へ理事長表彰が行われ､ 代表者に賞状と記念品が手渡された｡ 受賞者は下記の

通り｡ (敬称略､ 順不同)

石山テクノ建設㈱ 石山孝史／井上工務店 井上寛／㈱イマエ 今江光宏／㈱浦田

建装 浦田信彦／㈱太田工務店 太田康誠／㈱京滋重量サービス 鶴田厚男／㈱京滋

ステップ 梶岡邦夫／㈱恵巧建設 堀昌浩／㈲小林工務店 小林外茂雄／㈲小林設計

工務 小林守男／㈱近藤電業社 近藤暢造／㈱杉本工務店 杉本安夫／㈱ストロベリー

セブン 橋爪均／大登建設㈱ 大下照夫／㈱タカヒデ 渡辺高／田中工務店 田中賢

二／田中時建築工業㈱ 田中時雄／寺井建築工務 寺井千博／㈱西建 西留哲郎／㈱

にしむら 榎原明彦／㈱野原工務店 野原利明／平野工務店 平野盛春／㈲福島晴芳

園 福島弘／㈱星山組 星山知義／㈱溝脇工務店 溝脇弘／㈱みやぎ 宮城大輔／㈱

矢納組 矢納幸子／㈱山内工務店 山内茂／山本建設工業㈱ 山本一晃／㈱吉富工務

店 吉富照雄 以上30名

永年勤続従業員表彰

組合員企業､ および組合職員の永年勤続表彰を受けたのは下記の通り｡ (敬称略､

順不同)

●組合員企業永年勤続表彰 (10年)

㈲杉山組 中田浩一／京都エレベーター㈱ 多田善浩／同 小林武志／同 伊藤公

博／同 鈴木秀明／同 田中陽一／同 大塚守人／同 八上崇／同 穂積志保／京阪

防火設備㈱ 村田二郎 以上10名

●組合職員永年勤続表彰 (20年)

管理部 眞継惠子 以上１名

優秀支部活動表彰

組合の事業活動は依然厳しい状況が続いており､ そのことを反映してか､ 組合員数

の減少などもあり､ なかなか支部活動が活発にならない｡ 一方で､ 内容を工夫して取

り組んでいる支部もみられる｡ 今年の優秀支部活動表彰は､ 行事の開催状況や役員会

以外の例会などの内容､ 出席状況などを比較し､ あわせて激励的な要素も含めて選考
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された｡ 表彰支部は下記の通り｡

右京北支部／桂川支部／左京支部 以上３支部

ご来賓のみなさま(敬称略､順不同)

京都府商工部長 (京都府知事代理) 辻本泰弘／京都市産業観光局商工部長 (京都市

長代理) 山添洋司／京都府中小企業団体中央会 会長 渡邉隆夫／京都創成大学

前学長 二場邦彦／民主党 衆議院議員 北神圭朗／日本共産党 衆議院議員 穀田

恵二／日本共産党 京都府議会議員 新井進／日本共産党 京都府議会議員 原田完

／日本共産党 京都府議会議員 加味根史朗／日本共産党 京都府議会議員 島田敬

子／日本共産党 京都府議会議員 久守一敏／日本共産党 京都市議会議員 山中渡

／日本共産党 京都市議会議員 加藤広太郎／日本共産党 京都市議会議員 井上け

んじ／日本共産党 京都市議会議員 岩橋ちよみ／京都西陣労働保険事務組合協議会

副会長 法貴隆三／京都土木協同組合 専務理事 高畑義夫／京都府電気工事工業

協同組合 専務理事 東田勇／京都青年中央会 会長 野本浩司／京都大学 生態学

研究センター 木村健次／木村里香／木村紗帆／立命館大学 教授 田中力／藍野大

学 助教授 大井達雄／京都第一法律事務所 弁護士 渡辺馨／京都府労働保険事務

組合連合会 専務理事 事務局長 安田平三郎／京都南法律事務所 弁護士 吉田眞

佐子／平岡季／赤松康子／京都総評 議長 岩橋祐治／京都中小企業家同友会 代表

理事 井上誠二／全京都企業組合連合会 会長 大嶋喜好／株式会社京都建築事務所

代表取締役専務 小林一彦／株式会社京都設計 代表取締役 大谷民人／小田裕美

建築設計事務所株式会社 代表取締役 小田裕美／WIN建築設計事務所 栗山裕子

／藤原隆税理士事務所 税理士 藤原隆／美山町森林組合 専務理事 木材加工セン

ター長 中西昭雄／古材文化の会 事務局次長 力石教夫／日本機関紙協会京滋地方

本部 事務局長 中村秀利／株式会社京都銀行西院支店 次長 梅田幹夫／有限会社

経営プランニング研究所 代表取締役 角満／株式会社京都民報社 代表取締役 家

野貞夫／藤井政幸／中原弘志／長谷川勝己／梶山耕一／株式会社全京都ハウジング

代表取締役 藤井信次／株式会社全京都ハウジング 課長 福本多香子／株式会社サ

ンキョーワークス 代表取締役 土屋光司／株式会社きかんしコム 代表取締役社長

藤岡秀興／株式会社きかんしコム 専務取締役 伊藤克哉

祝電・メッセージ(敬称略､順不同)

●祝電

株式会社京都銀行西院支店 支店長 田村吉住／京都信用金庫西院支店 支店長 中

村宗和／商工組合中央金庫 京都支店長 山内浩／くらしと協同の研究所 理事長

川口清史／公明党京都市会議員団／美山町森林組合 代表理事組合長 武田勲／京都

土木協同組合 理事長 植田重男

●メッセージ

全京都建築労働組合 執行委員長 田辺正男／福岡中小建設業協同組合 代表理事

穴井良雄／日本共産党 元衆議院議員 寺前巌／日本共産党 衆議院議員 こくた恵

二､ 同参議院議員 井上さとし､ 同府国政委員長 成宮まり子

50周年記念事業を終えて／近藤暢造50周年委員長

昨年来取り組んでまいりました ｢組合創立50周年記念事業｣ は､ 去る５月21日 (日)
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の総会､ 記念式典・パーティーの盛会を持って一つの区切りをつけることとなりまし

た｡ 組合員並びに家族､ 従業員の皆さまの大きなお力添えに支えられて､ 50周年委員

長の大任を果たせたことに､ まずは深く感謝申し上げます｡

当組合は敗戦の混乱の中､ 当時の京都府知事・蜷川虎三氏の激励の下､ 京都の中小

建設業者の先達によって設立されて以来半世紀､ 幾多の困難を組合員の創意と団結で

乗り越えてきました｡ その歴史を踏まえ今回の創立50周年を記念する事業は､ ｢建設

関連の異業種総合という当組合の特質と強みを内外にアピールすること｣ ｢地域の方々､

組合員のご家族､ 従業員も含めた参加型のイベント｣ ｢組合の再生に向けた新規事業

の立ち上げと地域への貢献｣ などをテーマに様々な行事を企画してまいりました｡

第一事業部を中心に ｢家具転倒防止金具取りつけのボランティア｣ の展開と､ KB

Sラジオでの組合員自身による紹介､ また､ 第二事業部を中心に昨秋には ｢安心のま

ちづくり｣ をテーマに地域の人たちを巻き込んだ ｢建ちゃんまつり50｣ を大きく成功

させることができました｡

そして､ 今年いよいよ本番の年として､ 組織管理部を中心とする総会・記念式典と､

JIC (青年部) と第二事業部を軸に準備・運営した記念パーティーを合体させて成功

させるという ｢離れ業｣ を見事にやりきりました｡

当日はこれ以上ないというほどの好天に恵まれ､ 多くの組合員､ 家族､ 従業員の皆

さん､ 行政､ 金融機関､ 国会議員､ 府・市会議員､ 各関係団体・協力業者の皆さま､

また､ 組合OB､ 並びに現職役職員ら約500名が式典・パーティーに参加され､ それ

ぞれに組合の50年の歴史を祝っていただくことができました｡ 日本広しと言えど業界

の式典に多くの子どもたちが祝いに駆けつけたことは初めてのことではないでしょう

か｡ このような手作りの式典・パーティーが成功できたことは､ 50周年委員長をさせ

ていただいた最高のねぎらいと､ 感謝の気持ちでいっぱいです｡

JIC (青年部) の企画力の素晴らしさは参加されたすべての人たちに伝わったと思

います｡ 次代を担う若き組合員は笑顔にあふれ､ 若い奥さん､ かわいい子どもたちの

存在､ それらすべてがイベントを生き生きとさせ､ 組合の未来を示した本当に楽しい

一日でした｡ 組合の将来のビジョンを記載した ｢記念誌｣ は近々発刊されます｡ 50周

年の記念事業はこれですべての行事が終わりますが､ この期間中に始まった ｢建設救

援隊・サンダーバード京都｣ や記念石碑建立の取り組みは引き続き組合員の財政的援

助も含め､ ご協力をお願いします｡ 子どもたちにも喜ばれた組合の50周年記念の行事

を後世に残せるように｡

本当にありがとうございました｡ (50周年委員長 近藤 暢造)

2006年度通常総会を本部にて開催

●賛成多数で全議案を承認

全京都建設協同組合は､ ５月21日 (日) 建設会館６階ホールにおいて2006年度通常

総会を開催した｡ (組合員出席65名 (委任状30名含む)､ 書面議決書227名､ 計292名｡

出席率65.32％)

通常総会は午後１時に開会｡ 議長団に選出された福島弘､ 石山孝史両氏による進行

の下､ 資格審査委員会､ 選挙管理委員会の選出｡ この１年間に亡くなられた組合員さ

んの冥福を祈って全員で黙祷｡ その後杉原武理事長が挨拶し､ 組合員は減少している

が､ 06年度は体制を立て直し強化していきたいと力強く述べた｡ 第１号～５号議案提

案を経て一括審議､ 全議案賛成多数で可決された｡

質疑では､ 借入金残高の最高限度額や配当金が長年無配当になっていることについ

てなど､ 熱心に討議が交わされた｡ また､ 事前に頂いたご意見や質問に対しては永井

修治専務が回答した｡
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●杉原理事長が再任

理事会役員候補者は､ 理事会推薦理事21名､ 理事会推薦監事３名が全員無投票当選

になったことが選挙管理委員会より報告され､ 拍手で確認された｡ その後､ 新しい理

事による理事会が行われ､ 杉原武理事長､ 野原利明副理事長が再任､ また新副理事長

や常勤役員については６月理事会で互選されることが報告された｡

通常総会は午後４時に閉会｡ その後､ 50周年記念式典＆パーティー ｢ドラマチック

ヒストリー50th｣ の会場である東映太秦映画村へと移動した｡

21名の理事を選出／2006年度役員体制

06年度通常総会で選出された理事・監事は以下の通り｡ ( ) 内は出身支部｡ (すべ

て敬称略)

●理事21名：伊佐健 (北) ／石山孝史 (上・中) ／上村清 (左京) ／金田聖大 (南)

／加茂直行 (員外) ／川久保雄二郎 (員外) ／木村充 (員外) ／杉原武 (右京南) ／

田中宏樹 (下京) ／永井修治 (員外) ／野原利明 (木津川) ／橋爪均 (上・中) ／福

島弘 (洛西) ／藤井信次 (員外) ／光本大助 (北) ／南敬二 (城陽) ／宮下勝一 (右

京北) ／森廣行 (伏見) ／山崎俊秀 (桂川) ／山本一晃 (東山) ／山本眞司 (右京北)

●監事３名：小林守男 (左京) ／近藤暢造 (洛西) ／辻本秀一 (右京南)

◆新理事長・副理事長：理事長 杉原武／副理事長 野原利明

退任役員

任期満了により､ 退任された役員は以下の通り｡ (すべて敬称略)

●理事：荒木正亘／落合勝一／小野元／小林守男／後寶三郎／下世政昭／鈴木知之／

田島彰夫／藤野龍樹／山口勇

●監事：今江清造

2005年度事業報告

05年度は､ 組合員企業の経営を補完する組合事業を目標に掲げ取り組んできました｡

売上計画13億602万円に対し10億4390万円､ 利益は223万円でした｡ 05年度は次の３つ

の基本方針で取り組んできました｡ １. 建設協組の強みを活かすため ｢結の家｣ の充

実で受注を図る｡ さらに受注体制の見直しとマンションリフォーム受注の着手｡ ２.

組合員企業や組合の存在を内外にアピールすることを目的とした､ 創立50周年記念事

業の実施｡ ３. 顧客満足のための共同購入､ 機材リース提供｡ 管理部の独立採算化お

よび財務健全化｡

■第一事業部

目標合計４億6800万円に対して３億1543万円と未達成に終りました｡ 官公需工事は

営業の努力で国関係の入札回数も増えていますが､ 受注した場合の現場管理体制の人

員問題が課題になりました｡ リフォーム工事での営業強化が必要です｡

■第二事業部 (共同購入課､ 機材リース課､ 文化財事業課)

８億3200万円の売上目標に対し､ ６億4988万円に留まりました｡

≪共同購入課≫配送体制を共同購入商品だけでなく機材リースも扱えるようにしま
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した｡ また機械工具展示会を開催し､ エコ商品の店頭販売の準備に取り掛かりました｡

特化商品としての共同流通販売部門の系統的な追求が今後の課題です｡

≪機材リース課≫仮設材の洛西センターへの一元化を行い､ 小型建機の軽トラによ

る格安配送の宣伝､ 建設機械の休止日の基本的な廃止などを実施しました｡

≪文化財事業課≫安全パトロールを２回実施しました｡ また市センターの協力を得

て ｢もっこの会｣ を中心に石碑の建立事業を手がけました｡

■管理部

｢建設協組news Light｣ を毎月発行とし､ 発信情報を増やすために内容を改善し

ました｡ また組合員研修会を９回開催し､ 組合員の多様なニーズに応えました｡ 財政

の健全化では ｢黒字決算｣ を第一の目標にして進めてきました｡

(※詳しくは､ ｢2005年度事業報告､ 2006年度事業計画(案)｣ の冊子をご覧ください)

2006年度事業計画(案)

06年度は下記の基本的な考え方で取り組みます｡ 第一事業は､ 組合員企業の優れた

力に依拠して受注と施工を行います｡ また顧客満足度を高めてリピート受注の確保・

拡大を行います｡ 第二事業は､ 組合員企業の利用メリットに直結する共同購入事業と

機材リース事業をさらに改革します｡ 洛南地域での第二事業部の事業活動を拡充しま

す｡ 管理部は情報発信や組合員研修､ 資格取得講習､ また組合員企業の経営に直接結

びつく事務代行事業などを強化していきます｡ また､ ｢建設協組再建・再生計画｣ を

引続き断行し､ 組合の財務健全化を図ります｡

■第一事業部

営業活動の改善を行い工事の受注増を目指します｡ マンション改修事業の具体化と

受注確保を目指します｡ 競争の激しい大型民間物件は､ 組合員企業の協力を得てJV

方式で取り組みます｡ リフォーム工事等少額工事については､ 組合員の協力体制を強

化して専任体制をつくります｡ ｢結の家｣ 木造新築工事は､ 施工参加組合員３企業の

相見積り方式で発注体制を維持し､ 施主訪問でアフターを実施し仕事確保を目指しま

す｡

■第二事業部 (共同購入課､ 機材リース課､ 文化財事業課)

各部門がこれまで以上に総合営業できるようにする一方､ 部門ごとに独立採算でき

るよう営業力の抜本的な強化を目指します｡

≪共同購入課≫エコ商品の店頭販売を含めた販売ルートを確立します｡ また､ 特化

商品を倍増させ､ 建設業の枠を超えた商品販売を促進します｡ 敏速・正確な対応で組

合員の要望に応えます｡

≪機材リース課≫迅速な手配や見積をモットーとし､ リース業者間の連携を強化し

利用者へのサービス向上と共に売上増大に結びつけます｡ リサイクル事業に着手しま

す｡ また､ 小物の配送システムを前進させます｡

≪文化財事業課≫安全パトロールを定期的に実施し､ 事業の質を向上させ信頼を高

めます｡ また関連部門に計画的で積極的な営業開拓を進めていきます｡ ｢もっこの会｣

｢文化探検隊｣ などの活動にも積極的に加わります｡

■管理部

既存事業の充実を図りつつ､ KESなどの新しい事務代行事業を探ります｡ 正確で

より早い情報発信を行います｡ また資格取得の講習会などをいろんな方法で取り組み

ます｡ 支部の統合などによる支部活動の活性化を模索します｡ また､ 洛南事務所売却
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に伴い洛南地域での事業の進め方や体制を確立します｡ 組合の財政健全化に引続いて

取り組みます｡

(※詳しくは､ ｢2005年度事業報告､ 2006年度事業計画(案)｣ の冊子をご覧ください)

ISO14001セミナー／京都府中小企業技術センター

●ISO14001の活性化の工夫～紙・ごみ・電気から製品・サービス
への転換～

ISO14001は発効後10年を経過し､ 04年には改定が行われ強化が図られた｡ しかし

ながら､ 認証取得後期間を経過した企業では形骸化の問題も指摘されつつある｡ その

中､ 新たな視点でのISOに基づく企業の環境活動の活性化は､ 規格の維持管理に取り

組む企業のみならず新規取得を目指す企業にとっても共通の課題となる｡ これらの取

り組みを支援するため､ ISOの活性化のためのポイント解説を内容とするセミナーを

開催する｡

日時�７月３日 (月) 午後１時～４時半

会場�京都府中小企業技術センター５階研修室
(七本松通五条下ル・京都府産業支援センター内)

講師�R“E”DO主宰 (元オムロン㈱環境推進グループ長) 冷泉為弘氏
定員�70名
参加費�無料
申込み�ホームページから申込む http://www.mtc.pref.kyoto.jp

問合せ先�京都府中小企業技術センター基盤技術室 (化学・環境担当 河嶋)

Tel075-315-8633

連続講演会≪空間未来派宣言≫／京都精華大学

京都精華大学主催の連続講演会｡ ５月から始まった８回シリーズ｡ 毎週土曜日16�
00～18�00／場所�京都精華大学黎明館101教室 (左京区岩倉木野町137) ／申込み�
不要／入場料�無料／問合せ�京都精華大学建築学科・鈴木研究室Tel075-702-5198｡
｢姉歯元建築士問題｣ は､ 今日の建築のイメージが貧困化し､ 縮小している事を象

徴しているのではないだろうか｡ 私たちはそのイメージを再び拡張したい｡ 空間デザ

インの可能性を広げるための徹底討論を行う｡ 建築家やインテリアデザイナーなどを

目指すすべての人たちのために｡

■第４回�６月３日／演題� ｢現代建築のプロブレマティーク｣ ／講師�小泉雅生
(建築家) ＋片木孝治 (建築家､ 本学特任教員) ＋鈴木隆之 (建築家､ 本学専任教員)

■第５回�６月10日／演題� ｢小説と建築の空間｣ ／講師�中沢けい (小説家) ＋鈴
木隆之 (建築家､ 本学専任教員) ■第６回�６月17日／演題� ｢ファッションと空間｣
／講師�コシノユマ (ファッションデザイナー､ 本学特任教員) ＋坂本憲子 (ファッ

ションデザイナー､ 本学特任教員) ＋新井清一 (建築家､ 本学専任教員) ■第７回�
６月24日／演題� ｢爆笑建築批判｣ ／講師�たかぎみ江 (建築ライター､ ぽむ企画)
＋平塚桂 (建築ライター､ ぽむ企画) ＋鈴木隆之 (建築家､ 本学専任教員) ■第８回�７月１日／演題� ｢空間未来派宣言｣ ／講師�渡辺豊和 (建築家) ＋鈴木隆之 (建

築家､ 本学専任教員)
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厚生労働省が行う『毎月勤労統計調査』にご協力を！

この調査は､ わが国の常用労働者の雇用､ 労働時間､ 賃金の毎月の変動を明らかに

することを目的として行われております｡

調査結果は､ 月例経済報告､ 各種審議会の資料､ 雇用保険手当の改定等､ 労働経済

関係の基礎資料となる極めて重要な統計調査です｡

調査対象に該当する場合は､ ぜひご協力をお願いいたします｡

◆毎月勤労統計調査 (指定統計第７号)

①第一種調査

常用労働者�30人以上／調査期間�37ヶ月間 (毎月)

次回調査開始時期�平成19年１月
②第二種調査

常用労働者�５～29人／調査期間�18ヶ月間 (毎月)

次回調査開始時期�平成18年７月
③特別調査

建設協組��������� ������12
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地上のオリオン
古代遺跡ピラミッドの最大の謎である 『なぜ､ 作られたのか？』 という疑問ですが､ グ

ラハム・ハンコック著 『創世の守護神』 という本におもしろい事が書いてあります｡

以前歳差運動について書いたのを思い出してください｡

地球は歳差運動という､ スリコギで胡麻をするように地軸が旋回する運動を永遠に続け

ている訳ですが､ この運動によって春分の日の夜明け前に真東を昇っていく星座 (12星座)

が2160年ごとに順番に入れ替わっていきます｡ １周期25920年で次の一番近い半周期目は

西暦2500年ごろだそうです｡ 厳密にどこが歳差運動の始まりかを決めた説には触れてない

ですが､ そう仮定するとこの著者の仮説でピラミッドの謎がうまく説明できるそうなので

す｡

というわけで､ 歳差運動の周期の始まりである紀元前10500年頃の夜明け前に､ ３大ピ

ラミッドの北に立って真南の夜空を見上げているところを想像力を最大限に高めて思い浮

かべてください｡

左手にはナイル川､ 目の前は３つのピラミッド｡ 真南の地平線より少し高い位置には､

オリオン座のひときわ光を放つ３つのベルト・スターがまるで３つのピラミッドに対応し

ているかのように輝いています｡ そのオリオン座の左側には､ 天の川が地平線でナイル川

に流れ込んでいるように繋がっています｡ 次に､ ピラミッドのすぐ右手にあるスフィンク

スの前足の間に立って真東を見てください｡

そのとき､ 太陽が昇る直前に見える星座がしし座です｡

まるで､ しし座をスフィンクスで再現しているようです｡ 天界の星座の配置を､ ギザの

大地に再現したのがピラミッドとスフィンクスなのです｡ なぜ､ このような再現を古代エ

ジプトのファラオはしたのでしょう？その答えは､ 『ドゥアトにあるものの書』 と呼ばれ

る古文書の一節に“ドゥアトの隠された場所”と呼ばれる天空の領域を地上に再現した者

が得られる物を書き記した個所があります｡ それによると 『誰でも､ その形を正確に再現

するものは､ 知ることになるだろう…霊魂となり､ 天においても地においても､ あまつこ

となく不滅で永遠であると…』

古代のエジプト人が､ 死ぬとミイラになって､ 再び蘇るのを望んでいたのはご存知だと

思います｡ 地上に正確に天空のイメージを再現して､ 永遠の命を得るために､ 高精度を保っ

て建設されたのではないでしょうか？ (山本建設工業㈱ 山本一晃)
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常用労働者�１～４人／調査期間�１ヶ月間 (毎年７月)

次回調査開始時期�平成18年７月
※お問合せ先�京都府総務部統計課人口労働係 (Tel075-414-4490)

投稿／自然住宅とは② 『温暖化とエネルギー』

前回LCA (製造から廃棄までの環境負荷を表す指標) について少しお話しました

が､ なぜ今そのような指標で考えなくてはいけなくなったのかは､ 京都に暮らしてい

る皆さんは御承知の事と思います｡ 地球温暖化対策の京都議定書で､ 温室効果ガスの

削減目標を取り決めました｡ 対象となる温室効果ガスは､ ①二酸化炭素 ②メタン

③亜酸化窒素 ④HFC (代替フロン) ⑤PFC (代替フロン) ⑥SF６｡ 上記を削減す

る為には､ 省エネや非化石エネルギー技術の開発､ 普及が必要です｡ 非化石エネルギー

は､ 循環型エネルギーとも呼ばれ､ 代表的なものが太陽です｡ 光を利用して電気を作

るのがソーラーパネル､ 熱を利用するのが太陽熱温水器や集熱器です｡ どちらも使っ

たからといってなくなる物ではありません｡ 同じように循環するエネルギー源として

風､ 小水力､ 地熱があります｡ バイオマスエネルギーとして適確に管理された森林資

源は循環型エネルギーに含まれます｡

未来の住宅として自然住宅を考える時には､ 循環型エネルギーを考慮する必要があ

ると思われます｡ (自然住宅情報ひろば 代表 山田喜美子)

懐かしの名曲を集めたCDをどうぞ｡

◆ ｢新版うた・うた・うた～alwaysいつでも歌を～｣ 新発売

懐かしいメロディが再びよみがえる｡

1960年代以降の歌謡曲､ 労働歌､ フォークソング､ 懐メロを集めた100曲入りカラ

オケCD５枚組が６月発売される｡ ふと口ずさむあの歌､ 思い出がよみがえる忘れら

れない歌､ みんなでよく歌い交わした曲､ 心を元気にしてくれる名曲など盛り沢山｡

(収録予定曲はこちらに掲載しています→http://www.wawawa.ne.jp)

６月10日までにご注文､ ご入金いただいた方には予約特典として１組定価6,000円

が5,000円に｡ またこのCDにタイアップして250曲入りのハンド歌集800円も同時発売｡

ご注文は京都音楽センター (tel／075-822-3437・E-mail／info@wawawa.ne.jp)

まで｡

京都シネマのチケット斡旋しています｡

組合では京都シネマ (COCON烏丸３階) のチケットを斡旋しています｡ チケット

は１枚1,400円｡ 代金と引き換えで組合本部３階にてお渡しします｡

現在のチケットは６月30日まで有効｡ 上映予定は５月27日～ ｢クライング・フィス

ト (韓国・2005年カンヌ国際映画祭国際批評家連盟賞受賞)｣､ ５月20日～ ｢間宮兄弟

(日本)｣､ ５月27日～ ｢戦場のアリア (仏・独・英合作)｣｡ 以上がメインでその他モー

ニング＆レイトショーもあります｡

ご希望の方は組合本部３階までお越し下さい｡
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Ｑ 交通事故にあいました｡ まだ治療中なのですが､ 保険会社は､ ｢治療費はも

う払わない｡ 打ち切って示談したい｣ と言ってきました｡ 従わないといけないので

しょうか｡

Ａ 保険会社は､ 治療に時間がかかるのを嫌がります｡ 時として､ 実情を無視し

て､ 治療費の打ち切りや示談を進めてきます｡ 結論から言えば､ 従う必要はありま

せん｡ お医者さんと十分相談して､ お医者さんが治療継続を指示すれば､ 治療を続

けてください｡ 保険会社にも､ そう通告してください｡

ただ､ 保険会社は､ 以後治療費の支払いをしなくなることがあります｡ この場合､

健康保険に切り替えて続けたほうが賢明でしょう｡ しばらくは､ 自分で自己負担分

を支払うこともやむをえないかもしれません｡ 後は､ 治療が終わった後､ 示談の際

に､ 一括して解決すればすみます｡

ただ､ 一つだけ注意しておく必要があることは､ 治療を続ける必要があることと､

打ち切りとは矛盾しない場合のあることです｡ 痛みを軽減するための治療や､ リハ

ビリ的な治療を続ける必要があっても､ これ以上は症状は良くならないというよう

な場合には ｢症状固定｣ ＝ ｢治癒｣ として扱い､ 加害者は､ 治療費の支払いをしな

くてすむことがあります｡

そのため､ ぜひとも､ 一度弁護士に相談をしてみてください｡

示談金の金額も弁護士に依頼すると､ 保険会社基準よりずっと高くなることも知っ

ておくと役立ちます｡ (京都第一法律事務所 弁護士 村山 晃)

作業主任者講習／京建労

●足場の組立て等

日 程�６月14日 (水)・15日 (木)

●木造建築物の組立て

日 程�７月12日 (水)・13日 (木)

※いずれも､ 会場�京建労会館､ 受講料�9,700円､ 定員�40名 (定員に達した時点

もしくは１週間前に締切)

【問合せ・申込み】全京都建築労働組合Tel075-662-5321

作業主任者講習／建災防

●地山の掘削・土止め支保工

日 程�６月20日 (火)・21日 (水)・22日 (木)

受講料�15,600円
●建築物等鉄骨の組立て

日 程�７月13日 (木)・14日 (金)

受講料�9,900円
※いずれも､ 会場�京都市､ 定員�50名 (先着順｡ 定員に達し次第締切)
【問合せ・申込み】建設業労働災害防止協会京都府支部Tel075-231-6587

※ホームページから講習予定､ 申込書が取り出せます｡

http://homepage2.nifty.com/KYO-KENSAI/
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各種技能講習／建災防

●高所作業車 (作業床の高さ10m以上の運転)

日 程�７月５日 (水)・６日 (木)

受講料�38,700円
※会場は京都市｡ 受講料はお持ちの資格等により異なるため､ 詳細は下記に問合せを｡

助成金コースもあり｡

【問合せ・申込み】建設業労働災害防止協会京都府支部Tel075-231-6587 定員に達

し次第締切｡ ※ホームページから講習予定､ 申込書が取り出せます｡

http://homepage2.nifty.com/KYO-KENSAI/

平成18年マンションリフォームマネジャー試験

試験日�10月１日 (日)
受験料�13,650円 (学科のみ､ 設計製図のみの場合は10,500円)
申込書配布 �７月３日 (月) ～８月18日 (金) 1,000円

申込み受付期間�７月３日 (月) ～８月18日 (金)

【問合せ】 (財) 住宅リフォーム・紛争処理支援センター 業務課 Tel03-3261-4567

平成18年度２級建築･電気施工管理技術検定試験

試験日�11月12日 (日) ※学科・実地同一日

受験料�≪２級建築≫ 9,400円 (学科のみ､ 実地のみの場合4,700円)
≪２級電気≫11,800円 (学科のみ､ 実地のみの場合5,900円)

上記いずれも

申込み受付期間�①インターネット申込み ６月16日 (金) ～６月30日 (金)

②書面申込み ６月30日 (金) ～７月14日 (金)

申込用紙販売� (社) 近畿建設協会京都支所 (下京区西洞院通塩小路下ル南不動堂

町807ローダック京都21京都ビル６階 Tel075-352-2571) ※学科のみ､ 実地のみの

場合は用紙販売は (財) 建設業振興基金でのみ取扱う｡

【問合せ・申込み】財団法人建設業振興基金試験研修本部 建築試験部・電気試験部

Tel03-5473-1581 ※ホームページ�http://www.kensetsu-kikin.or.jp/
建設業経理事務士についてのお知らせ

◇お知らせ

１級・２級の建設業経理事務士は､ 平成18年度以降も引続き､ 公共工事の入札に関

わる経営事項審査 (経審) の評価対象となる｡ 建設業経理事務士は､ 建設業界におい

て有益な資格として経営事項審査の評価を受けており､ 業界から今後益々の地位の向

上と､ 活躍の場を求められている資格でもある｡ なお､ 平成18年度より法令が改正さ

れ､ １級・２級は建設業法施行規則第18条の３に規定する登録経理試験として実施す

ることに伴い､ ２級特別研修は平成17年度で修了した｡

◇３級・４級特別研修について

受講申込み期間�５月22日 (月) ～６月12日 (月) ※用紙販売期間～６月９日 (金)
研修実施期間 (京都) �≪３級≫９月20日 (水) ～22日 (金)
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≪４級≫９月６日 (水) ～７日 (木)

受講料�≪３級≫30,900円 ≪４級≫20,600円

【問合せ】財団法人建設業振興基金 Tel03-5473-4581 http://www.kensetsu-kikin.

or.jp/

◇１級・２級試験について

６月以降基金ホームページ (上記アドレス) に詳細が掲載される予定｡

特別セールのご案内／共同購入課

●ナショナルエアコン ６帖用・42,000円､ ８帖用・49,000円､ 10帖用・59,000円

そろそろ梅雨の季節がやってまいりました｡ ジメジメした湿気と共に蒸し暑さの到

来です｡ この季節といえば共同購入課が推奨する ｢エアコン｣｡

ただし､ 近畿一円で各々100台の限定になっておりますため､ 完売次第通常価格に

なりますので､ 早期にご注文して頂くようお願いいたします｡

●アルミ台馬 DRS-1100 作業台300×1000､ 脚長660～960の可変式｡ 定価15,000円

→セール価格7,000円

天井やちょっとだけ高いところで､ 床に凹凸があるところでの作業のためにいかが

でしょうか｡

※お問合せは…共同購入課 Tel075-312-3754

仮設材リース料金の一部改定／機材リース課

仮設材のリース料金などを､ ５月１日 (月) から下記のように改定させて頂きまし

た｡ 現行料金→改定後料金となっています｡ 今後ともご利用のほどよろしくお願いい

たします｡ なお､ 数字は組合員価格です｡�防炎シート (１Ｋ×２Ｋ) 4.80円→ ８円 基本料560円→480円�防炎シート (１Ｋ×３Ｋ) 10.56円→9.60円 基本料560円→480円�メッシュシート (１Ｋ×３Ｋ) 20円→ 15円 基本料480円 (変更なし)�ミクログレーシート (１Ｋ×３Ｋ) 27.20円→ 20円 基本料640円→480円�建築ジャッキ (５t) 70円→ 120円�テント (２K×３K) 259円→ 400円 基本料2,100円→2,800円�テント (1.5K×２K) 259円→ 400円 基本料2,100円→2,800円�鉄板各種 10日保証→30日保証

洛南事務所問題について

洛南事務所を売却させていただきました｡ 紙面ではありますが､ なぜ売却しなけれ

ばならなくなったのかについて報告します｡ 協同組合はこの10年間､ 銀行からの借入

金が減少していないにもかかわらず､ 事業の売上げと収益が減少することによって資

金繰りが好転しない状況が続いてきました｡ そのため一昨年度と昨年度､ 抜本的な対

策を進めてきました｡ それが ｢改革計画｣ であり､ ｢再建・再生計画｣ です｡

とくに昨年度の ｢再建・再生計画｣ は､ 収益を上げる仕組みや職員のモチベイショ

ンを高めることにつながる､ 各事業部の独立採算化を目指しました｡ 経費などの固定

費の削減は引き続き実行してきました｡ そしてもう１つ､ 月々の返済額を減少させる

ために銀行からの借入金を圧縮することを決めました｡ その具体策が洛南事務所を売

却し､ その売却金で借入金の一部を返済することでした｡
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このことは協同組合を経営する現在の力量からは避けて通れないことでした｡

売却計画は､ 2005年度の通常総会で決定した事業計画のなかで ｢洛南事務所を賃貸

し､ 事務所機能は別途移転させるなど､ 活用を検討し早期実施…｣ という言葉で示し

ました｡ 売却という文言を使っていないのは､ この時点においても売却は避けて通り

たいという苦渋の選択だったからです｡ 通常総会での提案者の永井修治専務理事は､

明確に ｢売却｣ という言葉を使って報告しました｡

その後､ 売却は避けられない状況になりました｡ 売却を進めるために､ とくに洛南

地域の組合員さんへの説明会などを開きました｡ そして売却完了にいたりました｡

以上がおおまかな理由や経緯です｡ この間､ 組合員さんからいろいろのご意見を出

していただきました｡ 説明が不十分だったなどについてのご批判については甘んじて

受けたいと思います｡ 今回の借入金の一部返済によって当面資金繰りなどの面で落ち

着かせて､ 再建・再生計画の中心､ 本業で収益をあげる取り組みに全力を傾けたいと

思います｡ 有難うございました｡

新しい洛南事務所運営について

洛南事務所の売却にともない､ これからの洛南事務所の運営は次のようになります｡

まず事務所は､ これまでの建物３階部分の約半分のスペースを賃借しました｡ その

スペース以外は購入者・所有者のものです｡ 駐車場は､ 道路側の東南に２台分借りま

した｡ 建設協組の表示をします｡ 指定枠以外には駐車できません｡ ご不便をおかけす

ると思いますが､ ご協力をお願いします｡ 次に３階事務所への行き方です｡ これまで

と同じようにまず２階まで上がって下さい｡ 玄関入り口のドアを開けて､ 続いて左側

の階段に出るドアを開けて階段から３階に上がって下さい｡ ３階に上がると事務室の

ドアに建設協組の表示をしておりますので､ お入り下さい｡ トイレは３階です｡ 他の

階のトイレは使えません｡

電話やＦＡＸは今までと同じです｡ しかし電話は､ 外出などで事務所に職員がいな

い場合は転送に切り替えます｡ 電話をかけていただくと､ ｢ただ今より電話を転送い

たします｣ というアナウンスで本部の管理部につながります｡ 管理部で対応させてい

ただきますので､ あらかじめご了承下さい｡ 転送された本部での対応は､ できる限り

即座に応えられるように心がけますが､ ｢担当者から折り返し連絡させます｣ などの

返事になる場合もあります｡

なお､ 洛南事務所の所長には馬場志保子主任が就きます｡ 全体の職員体制や支部担

当などについては追ってお知らせいたしますので､ お持ち下さい｡

2006年度各支部の総会開催状況について／管理部

2006年度の各支部の総会が４月15日 (土) の上中支部､ 下京支部を皮切りに順次開

催された｡ (なお､ 木津川支部とJICは､ ニュース原稿出稿時点で開催予定)

支部ごとの総会開催日､ 会場､ 参加者数､ 今年度の支部長は以下の通り｡ (敬称略)

※以下 支部名､ 開催日､ 会場､ 参加者数､ 新支部長�右京南 ４月22日 (土) せんしょう ８名 エコライン㈲・新井勇二�右京北 ４月22日 (土) まつ屋 16名 ㈱にしむら・榎原明彦�桂川 ４月26日 (水) 一休 17名 ㈱おさ工務店・長勇作�左京 ４月18日 (火) アピカルイン ８名 ㈱溝脇工務店・溝脇建夫�北 ４月22日 (土) いふじ 11名 光本瓦店㈲・光本大助�上中 ４月15日 (土) 木曽路 13名 石山テクノ建設㈱・石山孝史�下京 ４月15日 (土) あみたつ 10名 越前谷工務店・越前谷正弘
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�南 ４月26日 (水) 京いち 10名 小林金属興業㈱・小林博明�東山 ４月21日 (金) モリタ屋 ６名 山本建設工業㈱・山本一晃�伏見 ４月15日 (土) 車屋 11名 ㈱小室塗装店・小室浩之�洛西 ４月22日 (土) はなこ 16名 ㈱ヤマグチホーム・山口勇�宇治 ４月22日 (土) 竹林 14名 ㈲塚原建設・塚原敏�久御山 ４月28日 (金) うを梅 15名 (世話人) 和田建設㈱・和田隆文�久御山 ５月17日 (水) 公民館 14名 ㈱タカヒデ・渡辺高�城陽 ４月19日 (水) 水渡宗 ９名 ヒマワリ工業・西尾覚�木津川 ５月26日 (金) うを茂�JIC ５月27日 (土) 天竺

第２号石碑建立報告

組合の50周年事業の一環として取り組んでおります､ 記念石碑の第２号を４月29日

(土) みどりの日に建立いたしました｡

建立場所は上京区下立売浄福寺上る東側のショップ＆カフェ ｢綾綺殿｣ 前｡ 遺跡名

も店舗名と同じく ｢平安宮内裏綾綺殿跡｣､ 平安宮内裏の十七殿五舎の一つで､ 当時

内宴や妓女の舞などを行うところで､ 時々天皇の御在所ともなったところです｡

建立場所は豊臣秀吉の城郭である ｢聚楽第｣ の外堀にもあたり､ 施工中は ｢何か出

土するのでは…｣ と不安と期待が入り混じる中､ 結局は何も出ることなく無事に建立

することが出来ました｡ 関係者の皆様には､ ご協力いただき誠にありがとうございま

した｡ 好評いただき引き続き寄贈募集しておりますので､ どうぞ宜しくお願いいたし

ます｡

第３号は５月中に建立する予定です｡ 遺跡予定名は弘徽殿跡､ 『源氏物語』 の ｢花
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民主党の小沢一郎はこう言っている｡ リーダーシップというのは所詮､ トップダウン｡

みんなの意見を幅広く聞くというのは大事なこと｡ しかし聞いていただけではいつまでたっ

ても結論はえられない｡ リーダーの責任はそのような意見を踏まえた上で､ 自分の責任で

決断する｡ そして失敗したらルールにしたがって潔く責任をとる｡ それしかない｡

京セラ創業者の稲盛和夫はこう言う｡ 経営というのは ｢こうありたいと思ったら､ 何が

なんでもそれを実行する｣ という強烈な意志だ｡ どんなことがあっても､ 何が起ころうと

も､ ｢こうしたい｣ と思ったことを実現する意志こそが必要なのであって､ 一切の言い訳

は無用｡ 計画を達成できない理由はいくら考えても無意味｡

この共通したリーダー論は､ この２人の言を待たずとも明々白々の論である｡ 天下国家

を語る政治家であろうと世界を制覇する経済界の重鎮であろうと､ はたまた中小企業の経

営者であろうと同じである｡

建設協組には450の組合員企業が加入している｡ その企業の経営者の多くは､ このリー

ダー論にいまさら耳を傾けないかもしれない｡ しかしわが建設協組においては､ このリー

ダー論が新鮮に聞こえる｡ なぜだろう｡ 平時のリーダー論と戦時のリーダー論は当然違う

が､ 戦時､ 平時に共通するリーダー論はこの２人の論であろう｡ しかし戦時に突入してい

る建設協組にはその論すらない｡ だから新鮮､ いや待望されているからか｡

前号に続き､ 先輩の意見から｡

小沢一郎と稲盛和夫のリーダー論
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宴｣ 巻において､ 宴の後､ 光源氏が朧月夜と初めて出逢う印象的なシーンの舞台となっ

たあの ｢細殿｣ がここです｡ (事務局 中道)

※申込み・問合せは ｢もっこの会｣ 事務局 洛西センター Tel392-0722 木村まで

◆５月定例理事会は､ ５月２日 (火) 建設会館６階ホールにて､ 理事13人の出席で開

催された｡

１. 各事業委員会報告 (略)

２. 各種取り組みの報告

①石綿特別教育 (４月22日､ ５月27日)

※６月にも引続き開催する｡ 定員に余裕があるのでぜひ受講を｡

②文化探検隊の行事 (東本願寺改修工事見学)

３. 支部総会の開催状況

４. 50周年記念事業の取り組み

①記念式典・記念パーティー�来賓 (約300名) と協力業者 (約150名) への案内

※現在､ チケット販売予約90枚｡ 予定より遅れているが､ 販売専属の担当職員

(南沢､ 池田職員を統括者にして､ 大竹課長､ 吉田主任､ 山本､ 小野各職員)

を配置したので､ 連休明けから販売を強化する｡�組合功労者表彰と優良従業員表彰､ HPコンテスト､ 優秀支部活動表彰
②記念誌

５. 2006年度通常総会の準備状況について

６. 2005年度決算報告､ 共済事業決算報告について�会計監査 (５月６日午前10時)
７. 2006年度理事・監事推薦について

※理事会推薦理事21名､ 推薦監事３名を提案｡ なお､ 今回からは組合員10名推薦

理事も理事会推薦とする｡

８. 新加入者審議 (なし)

９. その他

◇建設救助隊サンダーバード京都 協力金のお願いについて
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組組合合員員名名簿簿変変更更

Ｐ コード 社名 変更欄 新

18 Ｃ３ 1094 タ ナ カ 施 工 住所 京都市西京区樫原蛸田町45-76

48 Ｇ４ 211 山 川 建 設 ㈱ 住所 京都市伏見区雁金町705
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IN
５／２(火) 三役会議､事業委員会､理事会

５／６(土) 会計監査

５／10(水) 50周年実行委員会

５／11(木) 情報・宣伝委員会

５／21(日) 2006年度通常総会､記念式典

＆番外編｢ドラマチックヒス

トリー50th｣

５／27(土) 石綿取扱い特別教育

６／12(月) 三役会議､理事会

６／14(水) 支部長・副支部長会議

６／17(土) 石綿取扱い特別教育

７／６(木) 情報・宣伝委員会

OUT
５／18(木) 京都・森と住まい百年の会

５月例会

５／20(土) 京都革新懇第27回定期総会､

京建労第54回定期大会

５／21(日) 京商連第45回定期総会

５／24(水) 京都府電気工事工業協同組

合平成18年度組合総代会

５／29(月) 京都府宅建協会通常総会

５／30(火) 京都生協第42回通常総代会

６／４(日) 京建労伏見支部第41回定期大

会､醍醐支部第２回定期大会

６／６(火) 京都府労働保険事務組合連

合会第26期定時総会

６／９(金) 京都府中央会通常総会

支部
５／１(月) JIC(役)

５／９(火) 宇治(役)

５／11(木) JIC(役)

５／16(火) 左京(役)

５／17(水) 上・中(役)

５／18(木) 右京北(役)

５／26(金) 木津川(総)

５／27(土) JIC(総)

６／13(火) 左京(役)

６／14(水) 右京北(ボ)

６／16(金) 宇治(役)

６／21(水) 右京北(役)
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